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※ふるさとの会のメールマガジンをご愛読いただき、誠にありがとうございます。今後もふるさとの会の活動内容を定期的に情報発信させていただきたいと存
じます。ご不要の場合はお手数ですがご返信くださいますようお願いいたします。

INDEX
春が訪れ、過ごしやすい季節となりました。今回は創刊号で紹介した三
宅島帰島支援ボランティアの報告などを載せております。今後もふるさと
の会の活動をより良いものにしていきたいと思いますので、ご意見、ご
感想等いただければ幸いです。

1.精神障害者グループホームを開設し半年が経ちました！
2.ワークステーションふるさと奮闘中！
3.三宅島帰島支援ボランティアに参加しました。

1.精神障害者グループホームを開設し半年が経ちました！

墨田区に2件の精神障害者グループホームを開設してから半年が経ちました。
現在の入居者は各グループホーム2名の計4名です。利用者さんは主に作業所やデイケア、通院などをして一日を過
ごしています。職員はグループホームが生活の場として安心して暮らせるように支援をしています。
食事会などを開いて親睦を深めたり、個別のケアとして利用者さんが不安に感じていることや体調の変化等に気を

配りながら、相談や見守りをしています。
地域の支援機関や家族、保健師さん、福祉事務所などとの連携は欠かせません。 開設から半年が経ち、段々とそ

れぞれのペースで生活できるようになってきました。
今後ともご理解とご協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

2.ワークステーションふるさと奮闘中！

ワークステーションふるさとでは、求人の開拓及びコーディネートをしています。
5月現在の実績（1月から5月までの累計）を報告いたします。
求人登録数：累計18社
求人票数：累計 日雇い―3件 アルバイト―14件 常用雇用―0件
採用人数：累計 日雇い（臨時就労）―2440人 日雇い（自己開拓）―206人 アルバイト―19人 常用雇用―0人
現在の仕事の内容は主に清掃業です。より安定した就労支援ができるよう、終わりなき挑戦が続いています！何かア
イデアのある方、求人登録を検討してくださる方、是非ご一報ください！

連絡先：03-3874-1700
担当：小林

3.三宅島帰島支援ボランティアに参加しました！

平成17年4月24日から30日の7日間、三宅島災害・東京ボランティア支援センター主催の三宅島帰島支援ボランティ
アに参加しました。ふるさとの会からの参加メンバーは職員1名（有村）、就労メンバー（ふるさとの会で就労支援を行っ
ているメンバー）2名の合計3名です。

24日出発の人数はふるさとの会参加者を含め総勢16名。毎日5～6名のチームで、家屋の草刈りや不要家財の搬
出、庭に降り積もった火山灰の徐灰作業などを行いました。島民の方々からの温かい励ましを受けながら、ボランティ
アに支給される赤帽子が汗で粉をふくほどに活動してきました。

♪参加者の感想♪

就労メンバーAさん：毎日の仕事に達成感、とういうものがあった。島内での作業中に自分たちのする仕事が役に立っ
ているんだな、って感じがした。

就労メンバーBさん：良い気分転換になった。仕事自体は肉体労働であったが終わってみると、何故かすがすがしい気
分になることが出来た。また、機会があれば行きたい。

職員（有村）：当初は三宅島での人間関係が不安であったが、島民に色々、助けられたように感じる。逆に勇気や生き
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る力をもらってきたような感じがする。就労メンバーが手慣れた手つきで、きつい作業を率先して腕をふるって行ってい
る姿を見て、メンバーの力を見直した。

詳しい報告は･･･ → こちらから

発行元：特定非営利活動法人 自立支援センターふるさとの会
〒111-0031東京都台東区千束4-39-6

TEL：03-3876-8150 FAX：03-3876-7950
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